
LIONS NEWS
LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-A

Vol.3  2024 January

団
結
の
力
が
未
来
を
築
く

団
結
の
力
が
未
来
を
築
く



ライオンズクラブ国際協会 330-A地区 地区ガバナー 阿部 かな子

「新年のご挨拶と被災地の皆さまへのお見舞い」

330-A 地区メンバーの皆様、新年明けましておめでとうございます。 本年が皆様にとりまして素晴らしい
年となりますようご祈念申し上げます。
昨年 7 月から 12 月までの上半期にわたり、こどもの未来を応援する活動をはじめ、様々な奉仕活動にご
協力をいただき感謝の念に堪えません。各委員会やプロジェクトチームの委員の皆様はもちろんのこと、
多くのメンバーの皆様のご参加やご協力により進んでおりますことに改めて感謝申し上げます。
さて、令和 6 年元日には能登半島地震、2 日には羽田空港でのJAL機と海保機衝突事故、3 日には 北九州
小倉で大規模火災と、年初以来続いている災害に心を痛めている方がたくさんおられると思います。
被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈りいたします。
330-A 地区としましても、複合地区や現地ガバナーと連携を図りながら活動していく所存です。すでに街
頭募金活動を実施または計画されているクラブもあるかと存じますが、各クラブに街頭募金等の実施にご協
力をいただきたい旨の文書を発信し、リジョンチェアパーソンの皆様にも個別にお話をさせて頂きました。
LCIF( ライオンズクラブ国際財団 ) が 10 万ドルの大災害復興支援交付金の拠出を決定したことを受け、

集められました義捐金はキャビネットにて取りまと
めさせていただき、LCIF 能登半島地震大災害復興支
援指定寄付に充当、または、330-A 地区キャビネッ
トの判断による独自の寄付をお選びいただくことと
し、全額を能登半島地震の復興支援に充てることと
させていただいております。330-A 地区の全員が一
致団結し、今出来る事、ライオンズクラブの信頼を
胸に行動をともに活動したいと存じます。
最後にライオンズクラブは人のために奉仕させてい
ただくことを喜びとする人の集まりです。「ライオン
ズクラブに所属しているからこそ、地区に約 5,300 
人の仲間がいるからこそ、できることがある」ので
すから、心を一つにして、あらゆる困難に立ち向か
い克服することができるのだと思います。 今年も多
くの皆様の助けとなれますようさらにアクティビ
ティを進めて参りたいと存じます。
【愛と絆と情熱】を胸に引き続きご支援、ご指導、ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶と
被災地の皆さまへのお見舞いとさせていただきます。
団結の力が未来を築く
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令和6年度増上寺献血活動について
令和 6 年 1月 2日と3日、日本赤十字社とライオンズクラブ ( 以下 LC) の毎年恒例 の「お正月増上寺・献血活動」が
行われました。今年で共催 8年目を迎え本堂左手駐車場にテントを張って行われました。LC メンバー約 10 人が交代
で朝 10 時～16 時まで参道両側で献血案内看板を胸に掲げ呼びかけました。阿部ガバナーから大久保委員長( 三献・
骨髄移植委員会 ) へ、前日元旦に突如北陸地方などを襲った「能登半島地震の被災地支援募金実施の要請」があり、
急遽献血会場での募金活動の許可を増上寺にお願いしました。これまで境内での募金活動は行われたことが無く、
大久保委員長の尽力により増上寺から特別に募金活動の許可をいただき実施することが出来ました。  両日共に初詣
の参拝者が引きも切らず続く中、緊急対策アラート委員会のメンバーと共に活動し50万円を超える募金が集まりました。 
また今回は献血に加えて骨髄バンクのドナー登録会も開催。二日間で献血申込が155名中採血実施143名、
骨髄ドナー登録者17名でした。 これまで実施した中で最高の結果となりました。能登半島地震の影響で石川県・富山
県の献血ルームが稼働出来ず、東京からの血液を供給しなければならない中 LC の協力にて日本赤十字社にもたいへ
ん感謝されました。 LCの献血活動参加者は二日間で約100名、事前の申込をはるかに上回る協力を頂きました。 
　LC と日本赤十字社との献血協力の歴史は古く東京秋葉原 LC が昭和41年にアクティビティとして始めた献血が最
初だそうです。 その後昭和50年に日赤との協賛でCN10周年記念事業として「誕生日に献血を」 のキャッチフレーズ
を掲げて全国献血PR大キャンペーンを実施しさらに 10周年記念事業の一環として広尾の日赤中央献血センター落成
記念に当時の佐藤三蔵 G 自筆の「誕生日に献血を」の直径1m丸形モニュメントと
「献血発祥の地」の台座が寄贈され現在も当地に建っています。
詳細は右記 URL に記載されています。https://www.thelion-mag.jp/1808hi01 また、330-A地区から日赤へ昭和48
年以降「採血車」「検診車」「血液運搬車」 「献血広報車」が合計102台 (LC メンバー個人での寄贈も含む) が寄贈され
たと日本赤十字社の記録に有りました。
(上記寄稿文及びデータは一部三献・骨髄大久保委員長及び日本赤十字社立川事業所乙訓所長からのメールを引用しています。)

※

※

広報・IT 委員会 茂岡幹弥



阿部かな子ガバナー 下山田敬介理事長
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ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区ガバナー 公益社団法人 東京青年会議所 ( 以下東京 JC)
　　　  第 74 代理事長

緊 急 対 談

「
令
和
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
と
首
都

東
京
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
っ
て
何
?
」 

お
互
い
を
知
り
、
連
携
可
能
な
事
業
分
野
を

探
り
、
協
力
関
係
構
築
へ 

① 

各
々
の
団
体
の
特
徴
と
運
動
・
活
動
に
お

い
て(

特
に
今
年
度)

目
指
し
て
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

東
京 

J
C 

下
山
田
理
事
長(

以
下
理
事
長)

今
期
は
約 

7
0
0
名
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ 

ー

ト
し
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
2
3
の
輝
き

Let’s Join The Legacy O
f Tokyo 

と
し
て 「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
の

追
求
か
ら
「
輝
く
個
性
が
調
和
す
る
持
続
可

能
な
地
域
の
創
造
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1
0 

月 

3
2 

年
ぶ
り
に
東
京
で
日
本
青
年
会

議
所
の
全
国
大
会
を
開
催
。
人
・
モ
ノ
・
金
・

情
報
が
集
ま
る
東
京
と
地
方
都
市
と
の 

共
存

共
栄
、
国
力
を
高
め
る
こ
と
等
を
全
国
の

J
C
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
ま
し
た
。

3
3
0-

A 

地
区
阿
部
ガ
バ
ナ
ー(

以
下
ガ
バ

ナ
ー)

今
期
は
約 

5
3
0
0
人
で
ス
タ
ー
ト 

し
、
団
結
の
力
が
未
来
を
築
く
を
テ
ー
マ
に
、

「
愛
と
絆
と
情
熱
で
希
望
が
持
て
る
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
7
0
年
を
超
え

る
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、 

メ
ン
バ
ー
が
汗

を
か
き
感
動
を
分
か
ち
合
う
た
め
、
子
ど
も

の
未
来
応
援
委
員
会
を
新
設
し
て
「
子
ど
も

の
貧
困
の
連
鎖
を
取
り
除
く
た
め
の
活
動
」

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

②
新
時
代
令
和
に
な
り
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
か
、
そ
の
中
で
地

域
で
の
東
京
J
C
や
L
C
の
役
割
は
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
か
。

理
事
長 

能
力
開
発
と
社
会
開
発
の 

2
本
の
軸

で
変
化
へ
対
応
し
て
い
ま
す
。
J
C
I(

青
年

会
議
所)

は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
若
者
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
成
長
と
発
展
の
機
会
提

供
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
変

化
し
て
も
、
利
他
の
精
神(

他
人
の
幸
福
を
願

う
こ
と)

を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
普
遍
と
捉

え
て
い
ま
す
。 

J
C
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
若
手
メ
ン
バ
ー
が
地
域
事
業
に
参
加
し

て
様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
適
応
し(

社
会
開

発)

、そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
育
成
す
る

こ
と
が
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

L
C
に
は
年
齢
に
よ
る
卒
業
が
あ

り
ま
せ
ん
。幅
広
い
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン(

連
絡
手
段)

を
と
る
方
法
に
も
郵
送
、

電
話
、
F
A
X
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
と
4

つ
あ
り
、
ど
ん
な
世
代
へ
も
優
し
い
情
報
伝

達
を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
。
毎
年
9
月
に

約
1
9
0
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹
事
と
懇
談
す

る
機
会
が
あ
り
地
域
に
根
差
し
た
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ(

事
業)

実
施
状
況
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し

て
ニ
ー
ズ
変
化
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
L
C 

は
、
活
動
で
き
る
仲
間
を
増
や
し
「
東
京
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
」
こ
と
で
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
東
京
な
ら
で
は
の
課
題(

問
題
点)

は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る 

た
め

の
具
体
的
方
法(

案)

は
あ
り
ま
す
か
。 

理
事
長 

少
子
高
齢
化
、
生
産
人
口
の
減
少
そ

し
て
若
者
の
国
際
経
験
の
少
な
さ
、 

起
業
家

精
神
の
欠
如
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て 

何
か
を
学
ぶ

と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
東
京
J
C
で
奉

仕
、
修
練
、
友
情
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
べ
ば
課
題
は
解
決
で
き
る
可
能
性
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

同
じ
よ
う
に
少
子
高
齢
化
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
子
ど
も 

の
7
人
に
1

人
が
貧
困
で
あ
る
と
8
年
ほ
ど
前
に
知
っ
て
か

ら
は
、「
未
来
の
あ
る
子
ど
も
達
へ
」
行
政
の
手

の
届
か
な
い
隙
間
ニ
ー
ズ(

学
習
機
会
の
整
備
、

医
療
系
へ
の
受
験
支
援
、
就
労
機
会
の
創
出
等)

に
希
望
の
光
を
あ
て
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

④
東
京
J
C
と
L
C
が
連
携
し
て
行
え
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ(

事
業)

分
野
は
あ
り
ま
す
か
。

ど
の
よ
う
な
連
携
が
力
を
発
揮
す
る
と
思
い

ま
す
か
。

理
事
長 

都
全
体
で
政
策
提
言
を
作
成
す
る
政

策
委
員
会
と
、
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る

地
区(

2
3 

区)

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

後
者
は
近
年
⑴
都
内
の
子
ど
も
食
堂
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、⑵
養
護
施
設
の
卒
業
後
の
独
立

支
援
、⑶
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。⑶
は 

L
C
と
の
連
携
が
各
地
区
で
実

現
し
て
い
ま
す
。L
C
と
共
通
の
大
き
な
テ
ー

マ
を
見
出
し
東
京
都
全
体
で
何
か
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

世
の
中
を
良
く
し
た
い
、
希
望
の

光
を
放
っ
て
い
る
同
じ
志
を
持
つ
J
C
と

L
C
の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
テ
ー
マ
を
す
り
合

わ
せ
る
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
こ
れ
か
ら

一
緒
に
運
動
し
た
い
で
す
ね
。
も
し
連
携
で

き
れ
ば
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
、
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
と

思
い
ま
す
。

⑤ 

東
京
J
C
の
メ
ン
バ
ー
が
将
来
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
き
っ
か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

添
付
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い

https://youtu.be/SH
bZJvH

Tm
rI

理
事
長 

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
、
社
会
奉
仕

を
す
れ
ば
人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。
今
日

の
対
談
で
L
C
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
び
に
、
J
C
か
ら
L
C
へ
の
要
望
・
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長 

3
つ
あ
り
ま
す
。 

⑴
L
C 

の
皆
様
は
人
生
の
先
輩
で
す
。

か
っ
こ
よ
く
活
動
を
続
け
て
下
さ
い
。

⑵ 

将
来
的
に
様
々
な
テ
ー
マ
を
す
り
合
わ
せ

一
緒
に
社
会
を
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑶
J
C
は
2
0
〜
4
0
歳
の
団
体
で
す
。

能
力
向
上
、
社
会
を
良
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
若
い
世
代
を
是
非
東
京
J
C
に
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

私たち 330-A 地区 (以下 LC) は、東京都内に約 190 クラブあり、70 年 以上にわたり、様々なテーマ・分野で社
会奉仕活動を行っている。
　今回対談をお願いした東京 JC は、20 歳～40 歳の若い世代で構成され、 「社会の制度改革、市民の意識改革」
等を中心にした活動を行っている。都内 23 区ごとに委員会があり、共生、経済、国際、教育、福祉、政治行政等
の政策について探求し、地域のニーズの捉え方、課題の見出し方、その解決手法 ( 事業 ) に独自性、柔軟性がある
と地域社会や行政等から評価を得ている団体である。(1949 年設立・主な事業 : わんぱく相撲、公開討論会等 )
今回、地域での活動とともに政策提言を行っている東京 JC 理事長下山田敬介様と各クラブが独自に多岐にわたる
テーマで活動している LC 阿部かな子ガバナーの対談を企画し、共通のテーマでの連携、協力関係構築を目指して
意見交換を行った。

開催日：2023 年 11 月 29 日　於 : ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区事務局
330-A 地区キャビネット広報・IT 委員会　企画編集・ファシリテーター : 副委員長 L 赤尾嘉晃　撮影記録 : アドバイザー L 坂本純一

Special  conversation

https://youtu.be/SHbZJvHTmrI
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と
し
て 「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
の

追
求
か
ら
「
輝
く
個
性
が
調
和
す
る
持
続
可

能
な
地
域
の
創
造
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1
0 

月 

3
2 

年
ぶ
り
に
東
京
で
日
本
青
年
会

議
所
の
全
国
大
会
を
開
催
。
人
・
モ
ノ
・
金
・

情
報
が
集
ま
る
東
京
と
地
方
都
市
と
の 

共
存

共
栄
、
国
力
を
高
め
る
こ
と
等
を
全
国
の

J
C
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
ま
し
た
。

3
3
0-

A 

地
区
阿
部
ガ
バ
ナ
ー(

以
下
ガ
バ

ナ
ー)

今
期
は
約 

5
3
0
0
人
で
ス
タ
ー
ト 

し
、
団
結
の
力
が
未
来
を
築
く
を
テ
ー
マ
に
、

「
愛
と
絆
と
情
熱
で
希
望
が
持
て
る
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
7
0
年
を
超
え

る
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、 

メ
ン
バ
ー
が
汗

を
か
き
感
動
を
分
か
ち
合
う
た
め
、
子
ど
も

の
未
来
応
援
委
員
会
を
新
設
し
て
「
子
ど
も

の
貧
困
の
連
鎖
を
取
り
除
く
た
め
の
活
動
」

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

②
新
時
代
令
和
に
な
り
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
か
、
そ
の
中
で
地

域
で
の
東
京
J
C
や
L
C
の
役
割
は
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
か
。

理
事
長 

能
力
開
発
と
社
会
開
発
の 

2
本
の
軸

で
変
化
へ
対
応
し
て
い
ま
す
。
J
C
I(

青
年

会
議
所)

は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
若
者
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
成
長
と
発
展
の
機
会
提

供
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
変

化
し
て
も
、
利
他
の
精
神(

他
人
の
幸
福
を
願

う
こ
と)

を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
普
遍
と
捉

え
て
い
ま
す
。 

J
C
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
若
手
メ
ン
バ
ー
が
地
域
事
業
に
参
加
し

て
様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
適
応
し(

社
会
開

発)

、そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
育
成
す
る

こ
と
が
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

L
C
に
は
年
齢
に
よ
る
卒
業
が
あ

り
ま
せ
ん
。幅
広
い
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン(

連
絡
手
段)

を
と
る
方
法
に
も
郵
送
、

電
話
、
F
A
X
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
と
4

つ
あ
り
、
ど
ん
な
世
代
へ
も
優
し
い
情
報
伝

達
を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
。
毎
年
9
月
に

約
1
9
0
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
幹
事
と
懇
談
す

る
機
会
が
あ
り
地
域
に
根
差
し
た
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ(

事
業)

実
施
状
況
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し

て
ニ
ー
ズ
変
化
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
L
C 

は
、
活
動
で
き
る
仲
間
を
増
や
し
「
東
京
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
」
こ
と
で
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
東
京
な
ら
で
は
の
課
題(

問
題
点)

は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る 

た
め

の
具
体
的
方
法(

案)
は
あ
り
ま
す
か
。 

理
事
長 

少
子
高
齢
化
、
生
産
人
口
の
減
少
そ

し
て
若
者
の
国
際
経
験
の
少
な
さ
、 
起
業
家

精
神
の
欠
如
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て 

何
か
を
学
ぶ

と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
東
京
J
C
で
奉

仕
、
修
練
、
友
情
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
べ
ば
課
題
は
解
決
で
き
る
可
能
性
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

同
じ
よ
う
に
少
子
高
齢
化
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
子
ど
も 

の
7
人
に
1

人
が
貧
困
で
あ
る
と
8
年
ほ
ど
前
に
知
っ
て
か

ら
は
、「
未
来
の
あ
る
子
ど
も
達
へ
」
行
政
の
手

の
届
か
な
い
隙
間
ニ
ー
ズ(

学
習
機
会
の
整
備
、

医
療
系
へ
の
受
験
支
援
、
就
労
機
会
の
創
出
等)

に
希
望
の
光
を
あ
て
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

④
東
京
J
C
と
L
C
が
連
携
し
て
行
え
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ(

事
業)

分
野
は
あ
り
ま
す
か
。

ど
の
よ
う
な
連
携
が
力
を
発
揮
す
る
と
思
い

ま
す
か
。

理
事
長 

都
全
体
で
政
策
提
言
を
作
成
す
る
政

策
委
員
会
と
、
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る

地
区(

2
3 

区)

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

後
者
は
近
年
⑴
都
内
の
子
ど
も
食
堂
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、⑵
養
護
施
設
の
卒
業
後
の
独
立

支
援
、⑶
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。⑶
は 

L
C
と
の
連
携
が
各
地
区
で
実

現
し
て
い
ま
す
。L
C
と
共
通
の
大
き
な
テ
ー

マ
を
見
出
し
東
京
都
全
体
で
何
か
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー 

世
の
中
を
良
く
し
た
い
、
希
望
の

光
を
放
っ
て
い
る
同
じ
志
を
持
つ
J
C
と

L
C
の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
テ
ー
マ
を
す
り
合

わ
せ
る
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
こ
れ
か
ら

一
緒
に
運
動
し
た
い
で
す
ね
。
も
し
連
携
で

き
れ
ば
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
、
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
と

思
い
ま
す
。

⑤ 

東
京
J
C
の
メ
ン
バ
ー
が
将
来
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
き
っ
か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

添
付
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い

https://youtu.be/SH
bZJvH

Tm
rI

理
事
長 

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
、
社
会
奉
仕

を
す
れ
ば
人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。
今
日

の
対
談
で
L
C
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
び
に
、
J
C
か
ら
L
C
へ
の
要
望
・
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長 

3
つ
あ
り
ま
す
。 

⑴
L
C 

の
皆
様
は
人
生
の
先
輩
で
す
。

か
っ
こ
よ
く
活
動
を
続
け
て
下
さ
い
。

⑵ 

将
来
的
に
様
々
な
テ
ー
マ
を
す
り
合
わ
せ

一
緒
に
社
会
を
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑶
J
C
は
2
0
〜
4
0
歳
の
団
体
で
す
。

能
力
向
上
、
社
会
を
良
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
若
い
世
代
を
是
非
東
京
J
C
に
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

私たち 330-A 地区 (以下 LC) は、東京都内に約 190 クラブあり、70 年 以上にわたり、様々なテーマ・分野で社
会奉仕活動を行っている。
　今回対談をお願いした東京 JC は、20 歳～40 歳の若い世代で構成され、 「社会の制度改革、市民の意識改革」
等を中心にした活動を行っている。都内 23 区ごとに委員会があり、共生、経済、国際、教育、福祉、政治行政等
の政策について探求し、地域のニーズの捉え方、課題の見出し方、その解決手法 ( 事業 ) に独自性、柔軟性がある
と地域社会や行政等から評価を得ている団体である。(1949 年設立・主な事業 : わんぱく相撲、公開討論会等 )
今回、地域での活動とともに政策提言を行っている東京 JC 理事長下山田敬介様と各クラブが独自に多岐にわたる
テーマで活動している LC 阿部かな子ガバナーの対談を企画し、共通のテーマでの連携、協力関係構築を目指して
意見交換を行った。

開催日：2023 年 11 月 29 日　於 : ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区事務局
330-A 地区キャビネット広報・IT 委員会　企画編集・ファシリテーター : 副委員長 L 赤尾嘉晃　撮影記録 : アドバイザー L 坂本純一

Special  conversation

https://youtu.be/SHbZJvHTmrI
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温故知新第一回「すずらん給食」の時代背景
全国の欠食児童を救った「すずらん給食」アクティビティ
岩手県・盛岡ライオンズクラブから全国へと広がった完全給食実施

「
す
ず
ら
ん
給
食
」
と
は

今
か
ら
5
9
年
前
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
、

1
9
6
5 

年（
昭
和 

4
0 

年
）に「
す
ず
ら
ん 

給
食
」

と
呼
ば
れ
る
奉
仕
活
動
が
岩
手
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。 

岩
手
県・藪
川
の
子
ど
も
た
ち
に
完
全
給
食
（
※

1
）
を
提
供
す
る
た
め
に
、
盛
岡
ラ
イ
オ
ン 

ズ
ク
ラ

ブ
（
以
下 

L
C
）
を
中
心
に
始
ま
っ
た
活
動
の
こ
と

で
す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
辺
地
の
実
態
が
マ
ス
コ

ミ
（
最
初
は
主
に
毎
日
新
聞
）
報
道
さ
れ
、
当
時
の

首
相
佐
藤
栄
作
を
動
か
し
、
辺
地
校
の
給
食
施
策
が

著
し
く
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

盛
岡 
L
C 

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
日
本
国

民
の
心
に
響
き
、
政
府
を
も
動
か
し
、
全
額
国
庫
予

算
に
よ
る
全
国
の
辺
地
校
で
の
給
食
提
供
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

1960 年代半ばの岩手県藪川小・中学校

岩
手
県
・
藪
川
の

「
へ
き
地
4
級
」（
※
2
）

の
併
設
校
の
存
在

1
9
6
4 

年
頃
の
岩
手
県
・
藪
川
に
は
、

へ
き
地
度
が
上
か
ら 

2 

番
目
に
高
い

「
へ
き
地
4
級
」 

の
併
設
校
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
併
設
校
は
、
盛
岡
駅
か
ら
距

離
に
し
て
約 

5
0
k
m
（
品
川
か 

ら

茅
ヶ
崎
の
距
離
）、
路
線
バ
ス
に 

2 

時

間
揺
ら
れ
た
終
点
バ
ス
停
か
ら
更
に 

2 

時
間
歩
い
た
先
。
冬
に
は
、
深
さ 

1
m 

を
超
す
大
雪
に
県
道
は
埋
ま
り
、
交
通

は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。 

へ
き
地
の

多
い
岩
手
県
で
も
特
に
ひ
ど
い
へ
き
地

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
併
設

校
が
あ
る
藪
川
は
、
谷
間
が
少
し
開
け
、

盆
地
状
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
十
数
個
の 

農
家
の
集
落
が
あ
り
ま
し
た
。

標
高 

9
0
0
m
の
こ
の
寒
冷
地
で
米
は

あ
ま
り
育
た
ず
水
田
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
ヒ
エ
や
ア
ワ

を
主
食
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で 

す
。
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
い
ヒ
エ
飯
を
食

べ
て
い
て
は
、
重
労
働
の
農
作
業
が
満

足
に
で
き
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
主
食
事
情
か
ら
家
族
全
員
が
三

食
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
バ 

ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
れ
て
い
な
か
っ
た
厳

し
い
状
況
が
終
戦
か
ら 

2
0 

年
以
上
経

過
し
て
も
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

2
人
に
1
人
は
弁
当
な
し
の

へ
き
地
校
の
実
態

1
9
6
4
年
当
時
の
藪
川
の
学
校
は
本

校
と
分
校
が
2
校
あ
り
ま
し
た
。
へ
き

地
4
級
の
本
校
に
は
小
・
中
学
生
が
合

計
1
8
0
人
、
へ
き
地
3
級
の
分
校
1 

校
は
小
・
中
学
生
合
計 

7
0 

人
、
へ
き

地
4
級
の
分
校
1
校
は
小
学
生
9 

人
が

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。 

児
童
の
食
生
活

は
、
1
9
6
3
年
か
ら
政
府
の
補
助
で

脱
脂
粉
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
給
食
が
無
料

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
約
1
年
で
打
ち

切
り
。
そ
の
後
、
村
の
教
育
委
員
会
は

費
用
が
な
い
中
、 

村
費
補
助
で
週
3
日
ミ

ル
ク
給
食
（
※
1
）、
週
2
日
は
材
料
を

持
ち
寄
っ
て
の
ミ
ソ
汁
給
食 （
※
1
）
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
、
兄
弟
姉
妹
の
大
部
分
は
食
べ

る
だ
け
で
精
一
杯
、
現
金
収
入
の
少
な

い
農
家
で
、
給
食
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
弁
当
の
な
い
児
童
が
毎
年

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
弁
当
の
無
い
児

童
は
、
ア
ル
マ
イ
ト
の
ボ
ウ
ル
に
入
っ

た
脱
脂
粉
乳
の
ミ
ル
ク
一
杯
だ
け
が
昼

食
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。
農
閑
期
な
ど

に
は
、
全
校
の
半
分
以
上
の
生
徒
が
弁

当
無
し
の
状
態
が
続
き
、
中
に
は
数
日

間
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
腹
痛

を
訴
え
る
児
童
・
生
徒
も
い
ま
し
た
。 

当

時
、
へ
き
地
三
校
で
栄
養
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
本
校
で
3
4
人
、
両
分
校
で
は

2
0
人
、 

合
計
5
4
人
の
欠
食
児
が
い
ま

し
た
。 

町
の
学
校
（
完
全
給
食
実
施
校
）

で
は
普
通
一
番
楽
し
い
時
で
あ
る
昼
食
の

時
間
が
、
へ
き
地
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の

表
情
は
暗
く
沈
み
、
話
し
声
も
聞
こ
え
な

い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

改
善
さ
れ
な
い
給
食
実
態

本
校
の
校
長
は
こ
の
よ
う
な
給
食
事
情

を
改
善
す
べ
く
、「
完
全
給
食
で
欠
食
児

を
救
お
う
」 

と
村
教
育
委
員
会
に
交
渉
し

ま
し
た
が
、
予
算
難
で
対
応
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

時
予
算
は
、
道
路
の
整
備
な
ど
を
中
心

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

都
市
部
や
、
東

京
都
と
の
生
活
格
差
が
少
な
い
岩
手
県

内
の
県
都
（
盛
岡
市
街
地
）
で
は
、
へ 

き
地
の
現
状
、
欠
食
児
が
い
る
事
実
が

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
岩
手
県
だ
け
は
な

く
全
国
の
辺
地
校
の
生
徒
数
1
4
万
人

が
、
日
々
必
要
な
栄
養
を
得
る
こ
と
が

出
来
ず
苦
し
ん
で
い
た
の
で
す
。 

第
一
回

の
「
す
す
ら
ん
給
食
」
の
時
代
背
景
は

こ
こ
ま
で
で
す
。

●参考コラム
※1) 給食には、1完全給食 ( パンまたは米飯、ミルク、おかずの三品 )、 2 捕食給食 ( ミルク、おかずの二品 )、
　　3ミルク・味噌汁給食 ( ミルクか味噌汁 の一品 ) の 3分類されていた。 
※2) へき地 ( 辺地 ): 公立学校の教職員に対する「へき地手当」の額を定めるための等級。
　　数字が大きいほど都会から離れている
●参考文献
すすらん給食物語 前野和久・著 砂書房　1994 年 3月 17 日 第 1版第 1刷発行

当時のへき地と都心部・県中心部の学校給食を比べてみましょう。

次回予告
　次号第 2 回では、この状況を知り、盛岡 LC がどのようにかかわり、行動を起こしたか。
また、なぜ「すずらん給食」と呼ばれるようになったか、そして日本全国に運動が広がり、政府を動
かすことにつながったかを記していきます。
　なお、本アクティビティを実施した盛岡 LC( 今期幹事 : 浅沼克人 L) に取材を申し入れたところ快
く対応してくださり、きっかけを作ったといわれている 「故中村七三 L」からその当時の話を聞いて
いる「伊藤英明 L」へのインタビュ ーを実施予定です。第二回以降にその内容を掲載いたします。「す
ずらん給食」 実施への過程、地元地域での評判、その後の奨学金制度整備への展開などをお聞きする
予定です。ご期待ください。

◀へき地の給食
1963 年 ~ 脱脂粉乳によるミルク給食 ( 脱脂粉乳のみ )
1964 年　週 3日 脱脂粉乳。
週 2日持ち寄りによるミソ汁 ( 具材は山でとれた フキやワラビ )。

1952 年 4 月から、全国すべての小学校を対象に完全給食が開始しました。
 コッペパン、ミルク ( 脱脂粉乳 )、鯨肉の竜田揚、せん切りキャベツ、ジャム
1964 年揚げパン、ミルク ( 脱脂粉乳または混合乳 )、おでん 揚げパンなどの
調理したパンが給食で使われるようになりました。

都心部・県中心部の給食▶

担当 : L 坪坂有純 ( 東京新宿 LC 所属 )  L 赤尾嘉晃 ( 東京豊新 LC 所属 )
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温故知新第一回「すずらん給食」の時代背景
全国の欠食児童を救った「すずらん給食」アクティビティ
岩手県・盛岡ライオンズクラブから全国へと広がった完全給食実施

「
す
ず
ら
ん
給
食
」
と
は

今
か
ら
5
9
年
前
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
、

1
9
6
5 

年（
昭
和 

4
0 

年
）に「
す
ず
ら
ん 

給
食
」

と
呼
ば
れ
る
奉
仕
活
動
が
岩
手
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。 

岩
手
県・藪
川
の
子
ど
も
た
ち
に
完
全
給
食
（
※

1
）
を
提
供
す
る
た
め
に
、
盛
岡
ラ
イ
オ
ン 

ズ
ク
ラ

ブ
（
以
下 

L
C
）
を
中
心
に
始
ま
っ
た
活
動
の
こ
と

で
す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
辺
地
の
実
態
が
マ
ス
コ

ミ
（
最
初
は
主
に
毎
日
新
聞
）
報
道
さ
れ
、
当
時
の

首
相
佐
藤
栄
作
を
動
か
し
、
辺
地
校
の
給
食
施
策
が

著
し
く
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

盛
岡 

L
C 

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
日
本
国

民
の
心
に
響
き
、
政
府
を
も
動
か
し
、
全
額
国
庫
予

算
に
よ
る
全
国
の
辺
地
校
で
の
給
食
提
供
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

1960 年代半ばの岩手県藪川小・中学校

岩
手
県
・
藪
川
の

「
へ
き
地
4
級
」（
※
2
）

の
併
設
校
の
存
在

1
9
6
4 

年
頃
の
岩
手
県
・
藪
川
に
は
、

へ
き
地
度
が
上
か
ら 

2 

番
目
に
高
い

「
へ
き
地
4
級
」 

の
併
設
校
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
併
設
校
は
、
盛
岡
駅
か
ら
距

離
に
し
て
約 

5
0
k
m
（
品
川
か 

ら

茅
ヶ
崎
の
距
離
）、
路
線
バ
ス
に 

2 

時

間
揺
ら
れ
た
終
点
バ
ス
停
か
ら
更
に 

2 

時
間
歩
い
た
先
。
冬
に
は
、
深
さ 

1
m 

を
超
す
大
雪
に
県
道
は
埋
ま
り
、
交
通

は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。 

へ
き
地
の

多
い
岩
手
県
で
も
特
に
ひ
ど
い
へ
き
地

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
併
設

校
が
あ
る
藪
川
は
、
谷
間
が
少
し
開
け
、

盆
地
状
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
十
数
個
の 

農
家
の
集
落
が
あ
り
ま
し
た
。

標
高 

9
0
0
m
の
こ
の
寒
冷
地
で
米
は

あ
ま
り
育
た
ず
水
田
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
ヒ
エ
や
ア
ワ

を
主
食
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で 

す
。
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
い
ヒ
エ
飯
を
食

べ
て
い
て
は
、
重
労
働
の
農
作
業
が
満

足
に
で
き
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
主
食
事
情
か
ら
家
族
全
員
が
三

食
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
バ 

ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
れ
て
い
な
か
っ
た
厳

し
い
状
況
が
終
戦
か
ら 

2
0 

年
以
上
経

過
し
て
も
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

2
人
に
1
人
は
弁
当
な
し
の

へ
き
地
校
の
実
態

1
9
6
4
年
当
時
の
藪
川
の
学
校
は
本

校
と
分
校
が
2
校
あ
り
ま
し
た
。
へ
き

地
4
級
の
本
校
に
は
小
・
中
学
生
が
合

計
1
8
0
人
、
へ
き
地
3
級
の
分
校
1 

校
は
小
・
中
学
生
合
計 

7
0 

人
、
へ
き

地
4
級
の
分
校
1
校
は
小
学
生
9 

人
が

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。 

児
童
の
食
生
活

は
、
1
9
6
3
年
か
ら
政
府
の
補
助
で

脱
脂
粉
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
給
食
が
無
料

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
約
1
年
で
打
ち

切
り
。
そ
の
後
、
村
の
教
育
委
員
会
は

費
用
が
な
い
中
、 

村
費
補
助
で
週
3
日
ミ

ル
ク
給
食
（
※
1
）、
週
2
日
は
材
料
を

持
ち
寄
っ
て
の
ミ
ソ
汁
給
食 （
※
1
）
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

保
護
者
、
兄
弟
姉
妹
の
大
部
分
は
食
べ

る
だ
け
で
精
一
杯
、
現
金
収
入
の
少
な

い
農
家
で
、
給
食
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
弁
当
の
な
い
児
童
が
毎
年

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
弁
当
の
無
い
児

童
は
、
ア
ル
マ
イ
ト
の
ボ
ウ
ル
に
入
っ

た
脱
脂
粉
乳
の
ミ
ル
ク
一
杯
だ
け
が
昼

食
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。
農
閑
期
な
ど

に
は
、
全
校
の
半
分
以
上
の
生
徒
が
弁

当
無
し
の
状
態
が
続
き
、
中
に
は
数
日

間
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
腹
痛

を
訴
え
る
児
童
・
生
徒
も
い
ま
し
た
。 

当

時
、
へ
き
地
三
校
で
栄
養
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
本
校
で
3
4
人
、
両
分
校
で
は

2
0
人
、 

合
計
5
4
人
の
欠
食
児
が
い
ま

し
た
。 

町
の
学
校
（
完
全
給
食
実
施
校
）

で
は
普
通
一
番
楽
し
い
時
で
あ
る
昼
食
の

時
間
が
、
へ
き
地
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の

表
情
は
暗
く
沈
み
、
話
し
声
も
聞
こ
え
な

い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

改
善
さ
れ
な
い
給
食
実
態

本
校
の
校
長
は
こ
の
よ
う
な
給
食
事
情

を
改
善
す
べ
く
、「
完
全
給
食
で
欠
食
児

を
救
お
う
」 

と
村
教
育
委
員
会
に
交
渉
し

ま
し
た
が
、
予
算
難
で
対
応
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

時
予
算
は
、
道
路
の
整
備
な
ど
を
中
心

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

都
市
部
や
、
東

京
都
と
の
生
活
格
差
が
少
な
い
岩
手
県

内
の
県
都
（
盛
岡
市
街
地
）
で
は
、
へ 

き
地
の
現
状
、
欠
食
児
が
い
る
事
実
が

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
岩
手
県
だ
け
は
な

く
全
国
の
辺
地
校
の
生
徒
数
1
4
万
人

が
、
日
々
必
要
な
栄
養
を
得
る
こ
と
が

出
来
ず
苦
し
ん
で
い
た
の
で
す
。 

第
一
回

の
「
す
す
ら
ん
給
食
」
の
時
代
背
景
は

こ
こ
ま
で
で
す
。
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※1) 給食には、1完全給食 ( パンまたは米飯、ミルク、おかずの三品 )、 2 捕食給食 ( ミルク、おかずの二品 )、
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当時のへき地と都心部・県中心部の学校給食を比べてみましょう。

次回予告
　次号第 2 回では、この状況を知り、盛岡 LC がどのようにかかわり、行動を起こしたか。
また、なぜ「すずらん給食」と呼ばれるようになったか、そして日本全国に運動が広がり、政府を動
かすことにつながったかを記していきます。
　なお、本アクティビティを実施した盛岡 LC( 今期幹事 : 浅沼克人 L) に取材を申し入れたところ快
く対応してくださり、きっかけを作ったといわれている 「故中村七三 L」からその当時の話を聞いて
いる「伊藤英明 L」へのインタビュ ーを実施予定です。第二回以降にその内容を掲載いたします。「す
ずらん給食」 実施への過程、地元地域での評判、その後の奨学金制度整備への展開などをお聞きする
予定です。ご期待ください。

◀へき地の給食
1963 年 ~ 脱脂粉乳によるミルク給食 ( 脱脂粉乳のみ )
1964 年　週 3日 脱脂粉乳。
週 2日持ち寄りによるミソ汁 ( 具材は山でとれた フキやワラビ )。

1952 年 4 月から、全国すべての小学校を対象に完全給食が開始しました。
 コッペパン、ミルク ( 脱脂粉乳 )、鯨肉の竜田揚、せん切りキャベツ、ジャム
1964 年揚げパン、ミルク ( 脱脂粉乳または混合乳 )、おでん 揚げパンなどの
調理したパンが給食で使われるようになりました。

都心部・県中心部の給食▶

担当 : L 坪坂有純 ( 東京新宿 LC 所属 )  L 赤尾嘉晃 ( 東京豊新 LC 所属 )
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編集後記
2024 年(令和 6 年) 元日夕刻に起きました北陸・能登半島地震により被災された方々そして関係者の皆様に、心より
お見舞い申し上げます。
　さて、ここ数年「TV離れ」という言葉をよく耳にします。YouTube や X( 旧 Twitter) などで欲しい情報を都合の
良い時間に視聴することが一般的になりました。 そんな中、私が TVの前に座って見るものがあります。NHKの「映
像の世紀バタフライエフェクト」です。気象学者のエドワード・ロレンツの蝶の羽ばたきが遠く離れた場所で竜巻を
引き起こすか ?というバタフライ効果を主テーマにした番組です。
　20 世紀になって撮影された映像 ( きっかけとなった行動 ) が現代の人々に影響を及ぼしているかを結び付け、21
世紀の未来を考える番組です。例えば「ビートルズの登場」や「スエズ運河、ユーロトンネルなど新しい交通手段を
得たこと」が、人種に対する考え方や市民の生活、価値観を変化させたことなどを興味深く描いています。
私たち LC メンバーがアンテナを高くして街のちょっとした課題を見出し、解決策を世の中へ発信していけば、
10 年 20 年後には大きな変化につながるかもしれません。これからも「蝶の羽ばたき」に「希望の光」をあてる広
報活動をしていきたいと思います。是非、クラブの情報発信のツール(手段・道具)として本誌や 330-A 地区ホームペー
ジ、330-A LINEを活用いただければ幸いです。2024 年もよろしくお願いいたします。L 赤尾嘉晃(東京豊新 LC 所属)
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